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砂のふるい分析に関する誤差

松　浦　義 ・春（農業工学研究室）

　　　　　Yosh1ham　MATsUURA

On　the　Errors1n　S1e▽e　Ana1ys1s　of　Sand一

　　　　　　　　ま　え　が　き

　ふるい分析は，土の粗粒分を対象とする標準的な粒度

試験（器械分析）の方法であるカミ，その実用性について

は深く討議されなかった．

　近年，土質工学の進歩に伴い，土に関する工事の設

計・施工に，粒度試験緒果がひろく使用されるようにな

った。また，他の分野でも，流体の運動に伴う土の侵

食・運搬・たい積葦海洋・港湾の底質調査等において争

土の粒度が扱われている。このように応用の分野が異な

れば，粒度調査の目的したがって要求される精度ならび

に調査方法が異なるのは当然である箏

　一方・中海の干拓・準水化事業計画に関連する境水道

（海）底土の粒度試験のように，調査の重複を避げるた

め，同一の現地試料について，応用面においては異なつ

た目的をもつ試験繕果を必要とする場合があるを特に砂

のふるい分析に限定して考えると，このような必要に応

ずるには，（1）固有の粒度が求められるように分析を行

なう，（2）精度の観念を確立する，（3）分析緒果の解析方I

法を体系化することが不可欠である臼このようにして，

はじめて，砂のふるい分析が多方面に応用され，あるい

は，許容誤差の範囲内で，でぎるだげ遠くふるい分析を

行なうことができる、

　砂の粒度調査においては，現地誤差として採取誤差，

実験室誤差として分取誤差・分級誤差・ふるい分け誤差

が介入するが，本報では実験室誤差を扱っ一ている。

　　　　　　　1．実　験　方　法

　境水道（海）底土のボーリング試料から，4分法によ

って，供試試料を分取した箇実験（1）の試料は空気乾燥

試料である。実験（2）～（4）の試料は，J　I　S　A1204に

よる分散，44μふるいによる水洗い，炉乾燥を行ない，

試験煎に再び自然乾燥試料に近い水分状態としたもので

ある。ふるいの種類は，これを規定する規格によって示

した．J　I　S（21／2）は，ふるい目の開きが，2脇を基

点として，公比21／2の等比級数に対応するJ　I　S標準網

ふるいを表わす。
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　　　　　　　2．実　験　結　果

　第2表・第3表は，それぞれ実験（1）・（4）の結果であ

る．　　、

　第2表・第3表において，度数は各フラクションの，

累加損失率はふるい分げによる試料損失書匡の，それぞれ

の通算して最初のふるい分げ前の総量に対する重量百分

率である．（累加損失率）＜oは，（最初のふるい分げ

前の総重量）＜（ふるい分げ後の総重量）を意昧する．

　第4表は実験（5）の結果であって，吸湿水補正係数の

逆数として表わされている．

　第5表は，第3表に基づく平均偏差を表わしている。

　第1図～第2図は，それぞれ実験（3）～（4）の結果（累

積度数分布）を対数正規確率紙に図示したものである．

　第／図の実線はNIK，点線はJIS　A1204，破線

はJ　I　S　A1204（E），第2図の実線はJ　I　S（21／2），

破線はJ　I　S　A／204（E）のふるいによる分析結果を

表わしている。
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（紙面の都合で，ここには，実験（2）・（3）の繕栗を割愛した．）
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第3表　　度数分布表（測定値）
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第4表 フラクショソの重量比（空気乾燥状態：炉乾状態）

~
 

mm 1.41 1.cc O 84 O 71 O 5c O 42 c 55 O 25 c 177 O 125 c 105 o c88 c c74 c 062 

(4) . I . 5 1 .oll 1 . ol 1 1 . 012 1 . clo 1 .cl2 1 .cll 1 . O1 1 1 . cc8 1 . Oc4 1 . cc4 1 . 052 1 . cc4 1 . c08 1 . cc6 1 . 00~ 

.2.5 1 . 009 1 . Olc 1 . Olo 1 .clo 1 . 008 1 . cc7 1 . 006 1 . cc4 1 . 005 1 . c05 1 . 005 1 . c04 1 . D06 1 . cc8 1 . cl2 

.5.5 1 . cc7 1 . 012 1 . 012 1 . cl2 1 . cl8 1 . 07c 1 .clO 1 . c04 1 . cc5 1 . 005 1 . oc5 1 . oc4 1 . c06 1 . c07 1 . 009 
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　　　　　　　　　　　ろ．考　　　　　察

　　　　ふるい分析の実験室誤差については，ほとんど見るぺ
　　　　　　　　　　　　（1），（4）、（5）
磁　　ぎ研究がなされていない．著者は亭ぎに分級誤差の重琴
　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　　性を指摘し，その理論的な考察についても報告した．本

　　　報では，ふるい分げ誤差を基準として，分取誤差・分級

　　　誤差を実験的に検討する．

　　　　A　ふるい分け誤差

　　　　ふるい分析に同一の供試試料を反復使用する場合，採

　　　取誤差・分輝誤差は考慮する必要がないから・第3表・

　　　第5表によりふるい分げ誤差が単独に考察でぎる。

　　　　ふるい分け誤差の要因として，（1）ふるい目に対する

　　　砂粒の固着，（2）供試量，（3）振とう時間，（4）吸湿水等

　　　が考えられる．これらのなカ〉で，（1）は累加損失率に著

　　　しく影響するが，て1）～（4）の影響は平均偏差に対して著

　　　しくない．また，平均偏差は，最大度数の階級では1％

　　　以上であるが，大部分は0．1％以下である。

　　　　B　分取誤差

　　　　ふるい分析に同一の現地試料だけを使用すれぱ，採取

　　　誤差は考慮する必要がないから，分取誤差とふるい分け

　　　誤差の合成されたものとして，第2表は重要な資料であ

　　　る。

　　　　実験（1）・（2）いずれの場合も，度数の平均偏差は0・1

　　　％以下である。実験（1）・（2）に比ぺて，実験（4）のほう

　　　の平均偏差が大きいのは，補助者の交替したがって個人

　　　誤差のためである、それゆえ，ふるい分げの過程，特に

　　　各フラクソヨンをふるいから除去する過程の機械化が必

　　　要である、これはまた作業の龍率化に関係する．

　　　　C　分級誤差

　　　　分級誤差は，分級値（ふるい目の開き・）の選定が適当

　　　でないために，固有の粒度が求められないことを意昧す

　（3）

ユる．同プの供試試料について，その固有の粒度は，ただ

．1つg粒摩曲線として表現されるはずである。したがっ

て，第1図・第2図は分級誤差の重要性を十分に示して

いる．もし，粒度が正規分布であれぱ，確率紙を使用す，

ると，分級誤差は表現でぎない。

　　　　　　　　む　　す　　び

　砂の固有の粒度を求めるための，ふるい分析の誤差に

ついて，次の結果を得た。

　（1）未経験者でも，十分注意してふるい分析を行なえ

ぱ？実用性を満足する精度のデーターが得られる。

　（2）分取誤差・ふるい分げ誤差を考慮して，本実験で

は，ふるい分析結果の表示（度数分布表）は小数第／位

までにとどめるぺきである。

　（3）ふるい分析では，対象とする粒度の実態に適応し

た公比の等此級数に対応するふるい目の開きの選定が，

最も肝要である。したがって，J　I　S　A1204，J　I　S

A12041E）にそれぞれ規定されているふるいは，あら

ゆる試料に対して適当とはいえない．
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